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1. はじめに

山口県下関市の竹ノ子島および彦島地域には約3000万年前（新生代古第三紀漸新世）の時代にあたる

芦屋層群が分布する。芦屋層群は砂岩に富んだ海成堆積層であり、貝化石が多産し（西村ほか 2012；

岡本・坂井 1995）、それに混じって時より板鰓類の歯化石などが産出する（深田ほか 2014；田中・藤

田 2023）。また、その露頭の露出面には底生生物の居住痕が生痕化石として数多く認められ、これら

堆積層が生物攪乱作用を受ける沿岸環境に堆積した地層であることが分かっている（岡本・坂井 1995）。

生痕化石としては、Thalassinoides、CylindrichnusおよびOphiomorphaなどが認められている（岡本・坂

井 1995）。今回、本地域の芦屋層群から得られた材化石に穿孔したフナクイムシの生痕化石が確認され

たので、本稿において報告する。

2．採集地点

フナクイムシの生痕化石が認められた材化石は、下関市彦島西山町の関門海峡に面する海岸の露頭よ

り、2023年 4 月 9 日に採集した（標本 1、図 1～ 3）。また、2023年 2 月 5 日に採集した転石にみられ

た材化石の印象化石においてもフナクイムシの生痕化石が認められた（標本 2、図 4・ 5）。標本 1の

採集地点は、岡本・坂井（1995）において岩相層序的にユニットIIとされる露頭であった。

図2　�標本1の側断面。フナクイムシ居住痕である管状
の孔道が認められる。

図1　フナクイムシによる穿孔がある材化石（標本1）。

1） FURUKUMA, Shunji　〒759-0207　宇部市際波409-24



− 2 −

3．結果および考察

標本 1は、珪化した材化石の露出面に直径約 5～ 3 mmの円形が認められ（図 1）、その材化石の側

断面を観察すると内部が炭酸塩鉱物で充たされた管状の形態が認められた（図 2）。また、図 1の反対

側の断面には、充分に珪化できずに黒く炭化した材化石に無数の円形が認められた（図 3）。標本 2は

木目が確認できる材化石の印象化石であるが（図 4）、その材化石を囲むように無数の 5～ 3 mmの円

形が多数認められた（図 5）。

フナクイムシ（船喰虫）はその名前の通り、木造船や流木などの木材を食べながら穴を掘って生活す

る二枚貝の仲間であるが、その穴掘り（穿孔）をまねて「シールド工法」と呼ばれるトンネル工事の技

術が開発されたことでも知られている（ネイチャーテクノロジーデータベース）。フナクイムシによる

穿孔は海岸に打ち上げられた流木にもよく観察される（図 6）。フナクイムシなどの穿孔性二枚貝によ

る穿孔痕の化石はTeredolitesと呼ばれ、国内での化石記録は中生代ジュラ紀までさかのぼることが知ら

れている（平澤 2012）。竹ノ子島および彦島地域に分布する芦屋層群ではフナクイムシの穿孔痕と思わ

図4　�フナクイムシによる穿孔がある材化石（標本2、印
象化石）。

図3　�標本1の図1反対側断面。炭化した材化石に無数の
フナクイムシ穿孔痕がある。

図6　�彦島に打ち上げられた流木にみられたフナクイ
ムシの穿孔（2023年3月5日撮影）。

図5　標本2の一部拡大写真。
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れるものが観察された簡単な記録があるのみであり（岡本・坂井 1995）、標本を用いた詳細な記録はな

かった。今回記した標本 2点はその特徴からTeredolitesであった。Teredolitesが見つかる堆積層は海進期

の堆積物であることが知られており（岸川 2010）、今回記した標本は山口県下の芦屋層群の堆積環境と

その変遷過程を知るための一助になるものと考えられる。
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